








「2019年1月～3月期中小企業景気動向調査」より

静岡県西部地域の中小企業の業況判断指数※は、改善基調に一服感がみられる。
4～6月にかけての見通しもやや悲観的となっており、景気減速懸念が高まってきている。

全　体

調査数

全　体

二輪車部品製造

自動車部品製造

機械部品製造

楽器部品製造

繊維製造

卸売業

小売業

建設業

不動産業

 飲食・宿泊・
レジャー等

622

49

80

51

18

24

74

58

69

43

25

255

17

24

31

12

19

25

26

11

29

業　況
前　期 今　期 見通し

調査数
業　況

前　期 今　期 見通し

うち小規模事業者

晴 れ
DI：20.0～
29.9

薄 曇
DI：0.0～
9.9

曇 り
DI：-0.1～
-9.9

晴れ時々曇り
DI：10.0～
19.9

土砂降り
DI：-30.0
以下

雨
DI：-10.0～
-29.9

快 晴
DI：30.0
以上

天気予報図の見方 DI：景気動向指数

浜松地域の経済動向

※意見の多かったものを抜粋して掲載しています。
調査で聞き取ったコメント

● 受注増加を考慮し、設備投資を検討したい。
　 （自動車部品製造業）
● 仕入価格の上昇が収益を圧迫している。
　 （卸売業、小売業）
● 人件費が高止まり傾向にあり、
　 利益率は低下している。（全業種）
● 最近の時代の流れから、ＱＲコード決済の
　 必要性を感じている。（飲食業）

過去最高水準が続く景況感

好調低調

四半期のまとめと見通し

※業況判断指数……景況判断の基準としてDI（Diffusion Index）による分析で、
各質問項目のプラス傾向割合からマイナス傾向割合を差し引いた数値のこと

発行
浜松商工会議所
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「2019年4月～6月期中小企業景気動向調査」より

静岡県西部地域の中小企業の業況判断指数※は、2年3カ月振りに
マイナス水準（「悪い」が「良い」を上回る）となった。
７～９月にかけては、さらに悪化する見通しとなっている。
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繊維製造

卸売業

小売業

建設業

不動産業

 飲食・宿泊・
レジャー等
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晴 れ
DI：20.0～
29.9

薄 曇
DI：0.0～
9.9

曇 り
DI：-0.1～
-9.9
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19.9
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雨
DI：-10.0～
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快 晴
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天気予報図の見方 DI：景気動向指数

浜松地域の経済動向

※意見の多かったものを抜粋して掲載しています。
調査で聞き取ったコメント

● 米中貿易摩擦の影響で、中国向け部品受注が
　 減少している。（二輪車部品製造業）
● 最新設備を導入し、生産効率向上の
　 取り組みをしている。（自動車部品製造業）
● 天候不順で新茶の出来が悪く、
　 量も少なく、単価も高くない。（製茶業）
● 消費増税前で住宅新築を検討する消費者が
　 増え、売上増加につながっている。（建設業）

景気減速懸念が強まる

好調低調

四半期のまとめと見通し

※業況判断指数……景況判断の基準としてDI（Diffusion Index）による分析で、
各質問項目のプラス傾向割合からマイナス傾向割合を差し引いた数値のこと
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「2019年7月～9月期中小企業景気動向調査」より

静岡県西部地域の中小企業の業況判断指数※は、2四半期連続でマイナス水準
（「悪い」が「良い」を上回る）となった。米中貿易摩擦激化が懸念材料となっている。
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調査数

全　体
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不動産業

 飲食・宿泊・
レジャー等
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土砂降り
DI：-30.0
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DI：-10.0～
-29.9

快 晴
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以上

天気予報図の見方 DI：景気動向指数

浜松地域の経済動向

※意見の多かったものを抜粋して掲載しています。
調査で聞き取ったコメント

● 消費増税の直接的な影響は少ない、
　 または限定的と思われる（自動車部品製造業）
● 米中貿易摩擦の影響で、産業用ロボット関連の
　 受注が大幅に減少した。（機械関連製造業）
● パート・アルバイトの人材確保が
　 難しくなってきている。（飲食業）
● 消費増税前の駆け込み需要は、
　 期待していたほどなかった。（小売業）

米中貿易摩擦激化で景況感冷え込む

好調低調

四半期のまとめと見通し

※業況判断指数……景況判断の基準としてDI（Diffusion Index）による分析で、
各質問項目のプラス傾向割合からマイナス傾向割合を差し引いた数値のこと

発行
浜松商工会議所
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